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§１．研究成果の概要 
 

本研究の目的は，論文集合からナレッジグラフを構築し，異なる分野間での関連性を検出する手

法を構築することである．2020 年度は，研究者間の共著関係を地図上でインタラクティブに探索で

きるインタフェースを国際会議 ICADL2020 で発表した．加えて，ナレッジグラフの精度向上に必要

不可欠な著者同定手法に関する成果が論文誌 Scientometrics に採録された．前年度に構築した

手法による図書館情報学分野の分析結果を取りまとめた論文は，Journal of Library and 

Information Studies に採録決定した．同様に，ディジタル・ヒューマニティーズ分野の書誌情報を

分析し，その内容も別の論文誌へ投稿中である．さらに，研究組織の協力関係の可視化手法と，

分野横断的に共通トレンドを発見できるインタフェースを構築し，それぞれ内容を取りまとめて年度

末に国際会議へ投稿した． 
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